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１．はじめに  

 現在，高速道路等の橋梁において，鋼床版デッキプレ

ート等に疲労き裂が多数発生している 1）．そこで，著者

らは，車線規制が不要な鋼床版下面からの予防保全対

策として，CFRP（炭素繊維強化ポリマー）成形材接着

で鋼床版デッキプレート U リブ溶接部の局部応力低減

を図る補強工法を提案した 2）．本研究では，本工法で使

用する CFRP 成形材のマトリックス樹脂の違いによる

鋼部材との付着性能を確認するため，建研式接着試験

及び接着端部に着目した振動疲労試験を行った． 

２．実験概要 

本検討では既往の研究 2）と同様の積層構成の CFRP

成形材を用いた．図－1に建研式接着試験供試体の概要

図を示す．鋼製治具の接着は，CFRP 成形材および鋼製

治具の表面をやすり掛けし，CFRP 成形材に本工法で使

用するエポキシ樹脂を用いて鋼製治具を接着した．着

目する接着界面は CFRP 成形材-接着樹脂間とした．  

 図－2に振動疲労試験の供試体を示す．既往の研究 3）

と同様の方法で試験を行った．CFRP 成形材の接着には

端部 50mm の範囲にはく離を抑制するためのポリウレ

アパテ材を塗布し，エポキシ樹脂を用いて CFRP 成形

材を接着した． 

表－1に各試験の供試体一覧を示す．CFRP 成形材の

マトリックス樹脂をビニルエステル樹脂もしくはエポ

キシ樹脂とした．また，建研式接着試験では鋼床版上面

へグースアスファルトを打設した際に発生する熱の影

響を考慮し，グースアスファルト打設時相当の熱履歴

の有無をパラメータとした．振動疲労試験の応力範囲

は，解析で最も厳しい輪荷重載荷状態を求めた CFRP 成

形材端部で 110N/mm2 として 200 万回の振動疲労試験

を行った． 

３．結果および考察 

 図－3 にグースアスファルト打設時の鋼床版下面の

温度履歴および，建研式供試体に与えた温度履歴を示

す．表－2に試験結果一覧を，写真－1に破壊状況例を

 
図－1 建研式接着試験供試体概要図 
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表－1 試験供試体一覧 

供試 

体名 
マトリックス樹脂 熱履歴 建研式 

振動 

疲労 

V-N ビニルエステル樹脂 無 〇 〇 

E-N 
エポキシ樹脂 

無 〇 〇 

E-H 有 〇 - 

 

 

（a）接着部詳細 

 
（b）疲労試験供試体 

図－2 振動疲労試験供試体概要図 
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示す．接着強度は V-N 供試体で平均 2.9N/mm2， E-N 供

試体で平均 4.0N/mm2，E-H 供試体で平均 4.6N/mm2であ

り，CFRP 成形材のマトリックス樹脂をエポキシ樹脂と

して熱履歴を与えた供試体が最も接着強度が高かった．

また，破壊状況は V-N 供試体では繊維層間はく離が先

行したのに対し，E-N，E-H 供試体では層間剥離せずに

CFRP 成形材－エポキシ樹脂界面でのはく離であった．

そのため，CFRP 成形材のマトリックス樹脂をエポキシ

樹脂とした方が鋼材との接着性能が向上することが確

認され，グースアスファルト打設時相当の熱による接

着強度の低下もないと考えられる． 

 図－4 に各供試体の応力範囲－振動回数の関係を示

す．同図より，V-N，E-N 両供試体において振動回数 200

万回時点まで各測定点の応力変範囲に有意な変化は確

認されず，CFRP 成形材のはく離は確認されなかった．

したがって，接着強度の最も小さかった V-N 供試体に

おいても CFRP 成形材のはく離が生じなかったことか

ら，グースアスファルト打設時相当の熱履歴が与えら

れた場合においても，疲労による CFRP 成形材のはく

離が生じないと考えられる． 

４．まとめ 

CFRP 成形材のマトリックス樹脂をパラメータとし

た建研式接着試験の結果から，マトリックス樹脂をエ

ポキシ樹脂とした方が鋼材との接着性能が良いことが

確認された．また，振動疲労試験の結果から疲労による

CFRP 成形材のはく離が生じないことが確認された． 
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（a）V-N 供試体 

 

（b）E-N 供試体 

図－4 疲労試験結果 
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表－2 建研式接着試験結果一覧 

供試体名 No. 接着強度 
（N/mm2） 破壊個所 

V-N 
1 2.6 繊維層間 
2 3.0 繊維層間 
3 3.2 繊維層間 

E-N 

1 3.7 CFRP-接着樹脂間 

2 4.1 CFRP-接着樹脂間+
治具-接着樹脂間 

3 4.2 CFRP-接着樹脂間+
治具-接着樹脂間 

E-H 
1 4.6 CFRP-接着樹脂間 
2 4.6 CFRP-接着樹脂間 
3 4.6 CFRP-接着樹脂間 

 

 

図－3 建研式試験供試体に与えた温度履歴 
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写真－1 建研式試験破壊状況例 

CS6-08 令和5年度土木学会全国大会第78回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - CS6-08 -


